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概要 

 

 

[企業名]    ック 株式会社 

 

[説明会名] 2026年 3月期 決算説明会 

 

[決算期] 2026年 3月期 

 

[ 程] 2026年 2月 12日 木  

 

[時間] 13:00 – 14:00 合計 60分 

  プ ゼ テ    40分、質疑応答 20分  

 

[ 催方式]   ブ ッド開催 会場および  ラ    

 

[登壇者] 常務取締役              田中 稔道 
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田中：本日はお集まりいただきあり とうございま 。決算補足説明資 に づきましてご説明 させて

いただきま 。まず、2 ペ  、第 3 四半期累計  ラ   ございま 。    および     順

調に拡  しており、一時的  因 ございました  績は 調に 移しておりま 。   上高に いて

は 1,279 億円、営 利益 46 億円、税引前利益 55 億円、親会社 所有者に帰属  四半期利益

37 億円という実績 ございました。 下段 コメ   通り           順調に拡  しており、

 上高はほぼ計画通りに 移しておりま 。一方 、営 利益   、 捗率 54. 1％ 75％に届

いておりません。こちらに きましては、コメ   2  目にございま 通り、エネ   ド社 民 再生影響

 12 億円と っておりま 。 また糸魚川  所休止に伴う棚卸資産、こちらは石  ございま  、引

当金損失 取り扱いにより、一時的 影響として 8億円   ナ  ございま 。これら  因 除きま 

と、実質 捗率 79% して、利益水準 見ても順調に 移してい と認識 しておりま 。  お糸魚川 
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 引当金損失は、前期に損失 引当て済み 為、親会社 所有者に帰属  四半期利益には影響

はございません。 また税引前利益に いては、為替差益 金融収益によ 好影響もあり、順調に 捗 

しておりま 。 

 

 

田中：3 ペ  は 捗 差異  。上  ラフ 計画、下 実績と っておりま 。営 利益  捗率

は先ほどご説明いたしました一時的 因により計画 割っておりま  、為替差益 金融収益 好影響

 あり、税引前利益は計画 上回 水準  移しておりま 。 また、親会社 所有者に帰属  当期

純利益に いては既に通期計画 超過しておりま 。 

実績は営 利益 46億円 した 、先ほど申し上げました為替差損益  プラ 9億円と り、税引

前利益 55 億円と りました。法人税    ナ 21 億円 ございま  、JCM 補助金 会計処理

 変更や糸魚川 棚卸資産に関  引当金 損失会計処理 もあり、+2 億円と り、親会社 所

有者に帰属  当期純利益は 37億円と っておりま 。  
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田中：続きまして、5 ペ  、第 3 四半期決算概  説明させていただきま 。前年対比 ご説明させ

ていただきま 。まず 上高に いては、    量  加や        買額 加、また    

  好調 前年同期 と りました。 営 利益に いては、高圧  プラ  ミック  悪化 してい 

という状況  。 また T’dash 譲渡影響や、低圧  獲得促    促費  投下によ 影響、エネ

   ド社や糸魚川  所休止によ 影響  あり、前年同期比減と っておりま 。一方 、計画比

に いては、 上高はほぼ計画通りに 移しておりま 。 営 利益に いても、    量  加や 

     好調、また  所も安定稼働しており、一時的影響 除けば、ほぼ計画通りには 移して

 という状況 ございま 。 

  表  上高から当期利益に いて 説明は割愛させていただきま  、今回初めて、第3四半期 累

計計画 記載しておりま 。 
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田中：6 ペ  、各部門別  上高と営 利益 記載しておりま 。  上高に いては割愛させてい

ただきま 。営 利益は、         部門に いては残念  ら前期比 は減という状況 ござ

いま 。 右側に特記 項 ございま  、  量は 加してい も  、T’dash 譲渡や高圧  プラ

  ミック  悪化、低圧  促費 、エネ   ド関連 損失により、利益減と っておりま 。一方 

明 いニュ ズもございまして、    に いては何とか黒字化 きておりま 。 上記 表 は通期

計画は６億円 赤字と記載していま   通期 見ても黒字 着地 き と認識 しておりま 。   

所 安定稼働と      好調 利益 に貢献しておりま 。 また海 部門に いては、   ャ 

       所、 ゥエ ク  ペ ッ 工場 稼働率 計画未達と り、残念  ら 14億円 赤字 

通期計画 超過しておりま 。 こちら 改善 に きましてはまた後ほどご説明させていただきま 。全社

ベ   営 利益に いては、こ 第 4 四半期   ガニックに            利益  見込ん

 おり、何とかギ ギ 計画 86 億円 達成 き   は いかと認識しておりま 。そ 為、今回計画

変更 行っておりません。 

                                           

2026 3期     期                   

    
 26 3期
 期

    

  年
   

 26 3期
    期
      

 2  3期
    期
      

    

1,761131,2791,265   

    量  あ も  、低圧   当たり   量
減および 場   前年同期比 低水準  移、また
      譲渡影響により減 1,948 771,4321,509

    レー  
  

    社      加により前年比 58759422363     

       所およびペ ッ 工場は稼働 開 した 
       影響 により稼働率低下38340  

 81228 579 608       

86 334680 業  

  量 も、      譲渡、高圧  ミック  悪化、低
圧   促費 、エネ   ド関連 損失により利益減86 3766104

    レー  
  

糸魚川  所休止によ  量  金減も、    
所 安定稼働および    社      利益  692 6     

       所およびペ ッ 工場 稼働率 計画未
達 121 14 15  

 162 11 13       

    所資産除  務 差分利益、低圧  促費
  あ も、エネ   ド関連損失、棚卸資産引当 取り
扱い、また前年は         益 あったため前年比減36 8312      

 1 部門別  字は    調 前、当社は 一  メ   ため、社  算
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田中：続きまして 7、８ペ   棒 ラフに いて、こちらも初めて掲載した ラフ  。説明は割愛いたし

ま  、前期と今期 比較にご参考いただければと思いま 。 
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田中： ペ  は第 3 四半期累計 高圧   状況  。  場  に いては引き続き低位に 

移しており、現在は 場連動プラ     伸ば ことに注 しておりま 。今後こ プラ から、   

定プラ や  ブ ッドプラ といったも に変更 促して  期間延長と 利 に繋げていきたいと考えて

おりま 。     量は      GWh  計画比8% と っておりま 。  上高に いては 44 億円

と前年同期比 4   %  加と っておりま 。 高圧 新    ラ キ   は  5 年  月 ８位に

ラ ク  しており、  4 年  月時点よりもラ ク 上げておりま 。 
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田中：続きまして 1 ペ  は低圧   状況と っておりま 。継続して新規チャネル  獲得 好調

 、    は  6 3 万 と計画比 8   % 加と っておりま 。 1  当たり   量は減 してお

りま  、     積み上げにより、    量は84 GWhと計画比  5% 加と っておりま 。 

 上高に いては、T’dash 譲渡影響と 場   低位に 移してい 影響 、前年 比  3  %減

   64 億円と りました。左下に 場   移 JPX   テムプラ  簡 に記載しておりま  、

今期は 常に低位に 移してい という状況  。 
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田中：11 ペ  は連結 BS    説明 割愛させていただきま 。 以上 第 3四半期 決算概 

 ございま 。 

 

                                            

2026 3期     期         概要

2026 3期     期202  3期
期 

       
    要     

   資金  加や          金  加
により現金および 金 減 

    上や   上  加に伴い  金  加
 54600655 動資産

            金  加
             加 資によ  加

85963878  動資産

30   6    33    

 引当金 減 
 J  補助金 実現によ 前 収益 減 

 32342375 動  

 新規  によ 長期  金  加38472433  動  

     0     

 親会社 所有者に帰属  四半期利益  加に
伴う利益  金  加

36678641親会社所有者 分

  会社 利益 減  127183   株  分

2     2     

   資金  加に伴う減 
            金  加に伴う減 

 119216336現金および 金

 新規  によ 長期  金  加24476452有利   

 親会社 所有者に帰属  四半期利益  加に伴う 加1.5%43.4%41.8％
親会社所有者帰属
 分比率
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田中： 13 ペ  は全体戦略  。以前よりご説明しておりま 通り、左側に、これま  当社    

フロ  載せておりま 。それに対し、これからとして右側にありま 通り、  と海       、それ

に伴う     踏まえ、上  あ    サプラ チェ   構築 目指してまいりま 。これ 行うこと

により、上 から下 ま  一貫体制   ュ チェ   構築してまいりたいと考えておりま 。これは 

  海 合わせてということ  。こういった安定的   調達によ      拡 と海     

  から     ク  ッ  創 と活 により、  全体 成長させてい という  、   ック とし

て 全体戦略  。 

 

                                            

    

    
 レー    

     
 イ  ス  
 レッ   

             業         業               イ  ー    
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田中：  と海 それぞれ   環境認識と 捗状況 簡 にご説明させていただきま 。14 ペ  

     、 に          に いて  。  環境としては、     し、再エネ比率も

拡   といった中 、  調 や調達    性は急上昇しておりま 。 こ よう 中    ック 

 ル プとして取り組ん い   、  ×調  ×        収益最 化 ございま 。  に 

いては、多様 プラ とチャネル 仕組み     量   してまいりま 。調  に いては、既に

我々行っておりま   調 と、        によ 取扱  量   と原  低減。       

に いては、これま  積してまいりました     活 し、安定的 調達 目指 か 長期  に安

定収益 目指しておりま 。 5 年 はど ように取り組ん い かに いて、  に きましては、高圧は

 W、低圧は    加、新規チャネル 開拓  と直 強化というところ ございま 。調      

    に きましては  5 年  取り組みとして既に 表してい 系統    1号  号案   投

資決定 しておりま 。またサム  さまや JR  日本さまと 協 も加速しておりま 。来期以降は、 

 は高 加 値 先物プラ   移行促 や新規チャネル開拓によ    積み上げ 引き続き継

続して行ってまいりま 。また、投資決定案    開  早まりそう して、 6 年 1 には 1 号案

 、   3 には  号案  収益貢献 きそう 状況 ございま   着実に   開 していきま

 。 さらに、現在検討  めておりま  型 、特高  所案 に いても取り組み 行ってまいりたい

と考えておりま 。こ ように、    量     上 拡 、調   利益率 向上し、それによっ

て安定性 高め、  と               しっかりと来期以降も利益 稼い いきたいと考

えてい ところ ございま 。 

 

                                            

   業     レー      業         

 要                               要     

第  エネルギ  本計画
におけ 再エネ比率 拡 
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 高圧は  、低圧は   獲得  
 新規チャネル開拓  、直 強化

202 年      
 系統    ：1号 2号案 に投資決定
 サム  C   ャ  、J  日本 どと 協 

                            レー            

 期  
 高 加 値 先物プラ   移行促 
 引き続き新規チャネル開拓により  積み上げ

 期  
 投資決定案    開 
 協 によ  型案   取り組み
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田中：15 ペ  は海     。  環境認識としては、経済成長 著しい特に        

   拡  見込まれてい 一方、エネルギ 自 率 低下、安定 源 ニ ズ   しておりま 。 

また世界的      ん おりま 。   ック  ル プとしましては、  ×  ×    ク  ッ 

 長期か 安定的 収益 作ってまいりたいと考えて取り組ん おりま 。まず、     に いては、

再エネ 源 開   営によ   安定  と長期PPA によ 安定収益 目指しま 。また    ク

  ッ に きましては、創 したク  ッ        収益化と収益 再投資によ 開 促 、 

      めてまいりま 。既に、     、水 、太陽光   所開  ベ ナムと      行

っておりま 。先行案 としてベ ナム  ゥエ ク  ペ ッ 工場 昨年 3 月、   ャ       

 所 昨年 4 月に   開 しました。またベ ナム は、既設石 火           実証

 験 行い、          率 3 % 達成しており、今現在本   協議 しておりま 。新

設       所は 号 3号  EP    締結しており、昨年1 月に起工式 行い、 7年

     開 予定  。      は、水   所 完工に近づいており、35 年間 PPA   

 締結済  。       太陽光  所に いても  5年間      あり、 7年 中   開

  想定しておりま 。       に いては両  、現地 企 ともタ  ップし  ら     

しており、これら 知見 踏まえ、今後は両地域    サプラ チェ   構築にもこれから取り組ん 

まいりま 。  以上   方針 全体像として、  環境認識と 捗状況 ご説明に りま 。 

                                            

   業  業         

          要       ー                ー   時  

世界的    方針
2050年    ニュ  ラル

著しい経済成長率
     拡 

エネルギ 自 率 低下
安定 源 ニ ズ  

        ー  クレ ッ    期       

     

                    
 期          

 ー  クレ ッ 

         
  ゥエ ク  ペ ッ 工場稼働開  2025年3月 、   ャ        所  開  2025年4月 

                イ  ー     

    
 石 火     率30％達成、本  協議
 新設       所2号  3号    C締結、

2025年12月起工式、2027年    開 

    クレ ッ           
                

 イ  ス                   イ  ス     レッ   

     
 水 ：35年間      、2026年6月完工
       太陽光：25年間     、

2027年 中  開 
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田中：    取り組み状況に いて、それぞれ簡 にご説明 させていただきま 。高圧   会社

EＧ は、新規  代理店 開拓、代理店と コミュニケ    強化、また直 機能も活 し、 場

連動プラ   新規獲得 好調 計画  幅に上回  捗と っておりま 。こ 3   66 W と 

り、通期計画 既に達成しておりま 。今後 1 5   W＝15 万  W  目指し、拡 してまい 所存

  。低圧   会社 EGR  は、不動産  者や空室 んきコ  ェルといったプラッ フォ ム  い、

新規獲得 好調  。    は通期計画  幅に超過しており、3   6 3 万 と っておりま 。

 場連動プラ   利率 一定    きておりま   、これら 原資に 促費  切に投下し、3 

万  目指してまいりたいと考えておりま 。 

 

                                            

24.6
24

24.8
25.7

26 3

26年3月  目  25年3月  実績 1  実績 2  実績 3  実績 

    会社                                ー      
                                

    会社    2       業者                     
              
                                      

   業     

925

788

894
920

 66

26年3月  目  25年3月  実績 1  実績 2  実績 3  実績 

            

 M  

 1   M：高圧    会社 エ         ケテ   株式会社

       

 万  

   00      

30      

 2    ：低圧    会社 エ        テ    株式会社

 期     

 期    

            

            

  2 年    2 3 

  2 年    2 3 
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田中：18、1 ペ  は      KPI  考え方と 本戦略に いて掲載しておりま 。これらに 

きましては既に上期 決算説明資   もご説明しておりま   説明は割愛いたしま 。 

                                            

   業       方

       

   ー ス   

 

          

       要                                       

       要  ー                       

                                                 

                           ー ス            ッ      

                     

      方       方

       

  証サ   
 かけ けサ   
 通 
  ォ タ サ    

     

         

 

     ー ス 

 完全 定プラ 
   ブ ッドプラ 
  場連動プラ 
  場連動 フ プラ  

    ：低圧    会社 エ        テ    株式会社

                                            

   業     

             

       

通常メニュ 

       

  ごとに
    定

       

 場  変動に
 づき   変動

 イ  ッ    

完全 定と 場連動
 組み合わせ 
  低減

          

  高 時期に
 場連動から

 準メニュ に フ 

      会社           ー                           

                             

      会社    2                                  

                                    

 利

 促費投下

 促費投下

 利

 利

獲得 

獲得 

             方

             要  ー        

 1   M：高圧    会社 エ         ケテ   株式会社  2    ：低圧    会社 エ        テ    株式会社
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田中：  ペ    。系統     号案 として、今年 1月に 葉県     W   量

8 Wh  建設に いて投資決定しておりま 。 1 号案 に いて 常に順調に建設  ん おり、既

に来月にはほぼ完成 めど 立ってい という状況 ございま 。そ 後、     行い、  調  

場  参 も行ってまいりま 。 

 

                                            

             決 

 2026年 月                           2           

                決 

 202 年 月              株式会社  ー    ー     ー  00  会社 

  株式会社  ー    ー   ス  間  202 年 2月26       ク         

        2026年     期   

  ス ー  

      

   指  制 

    ー ー

    
系統に 続

  系統

日本卸  取引所

 量 場

  調  場

収益

 量 調    
 場卸 

第 号案 

  県 間 エ  

  2      量8M   量

2026年 第 四半期
 サム  C   ャ  と  同
 資 準 中

  開 
時期

第 号案 

 葉県 予定 エ  

  2      量8M   量

2026年 第 四半期  開 
時期
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田中： 1 ペ             に きましても再掲 ございま   説明は割愛させていただきま

 。 

                                            

 社     ー    業

   業

    ース    
          

 レー     業

        
 年         

   業

 要  ー     
        

 社   

 ー レー                      レス  ス

 社 
      

  社           ー     要             年          

   業     業 ッ  ーク            

       者         ース  要         要  ース      

     ー ー     ース                                

              

        ー  ー   業
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田中： 3 ペ  、ベ ナム 先行案  ございま 。   ック 初 海   として、   ャ    

    所、木質ペ ッ 工場   開 しておりま 。一方 、原 調達コ   により、各稼働率は

低下しておりまして、現在は調達先 多様化や  設    といったも    し、収益改善  め

ておりま 。   ャ        所に いては、米    下 により生産量 抑制され、籾殻 

減ったことにより   高 してい という状況 ございま 。 現在、現地 精米工場と 直   や 

   、 に、これはベ ナム政府と 話に りま  、     新制     ど 検討しておりま

 。 ゥエ ク  ペ ッ 工場は、特に昨年雨期と   影響  常に厳しいも  あり、原 費と調達

コ   高 しておりま 。対策としては生産能  向上とサプラ ヤ と   条  多様化、さらに 

  強化に取り組ん いま 。いずれにしても、こ  案 に いて、来期は営 黒字 見込ん おりま

 。 

 

                                            

   業          

  社     業                         イ  ス    202 年 月       

    ク   レッ     202 年3月       レッ         方       ス       

                                               

      イ  ス       ク   レッ   

         イ  ス   
  企業   業        

 社     レッ   
   業           

20M   

もみ殻 年13万    

   ック 51％ 資比率

 米   下 によ 生産量 抑制により、
もみ殻   高 

 精米工場と 直   や    、
     新制    検討

   対策

年15万 生産能 

木  木質残 原 

   ック 97％ 資比率

 雨期および       影響 原 
費および調達コ   高 

 生産能  向上、サプラ ヤ と   
条  多様化、  強化  対策中

   対策

 1   間ク  ッ 制 資金     うち設 補助   は、   ナ  において れた       活 して 室  ガ  G G    量  減し、G G   減    定    検証 行い、J  ク 
 ッ   行し、我    室  ガ    減目  達成に活   こと 目指しま 。 お、本  はベ ナム政府と日本政府 協  下、実 されていま 。
       年7月1日    4年    間ク  ッ 制 資金     うち設 補助      におけ 第一回  案  決定に いて にて 表。

環境     年    間
ク  ッ 制  J    

C         M        ：
JCM 資金     うち設
 補助   1  に  済 2

   社       所向け
に  開 済

来期に いては営 黒字 見込 
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田中： 4 ペ  、新設       所  。昨年 1 月に エ          所および ゥエ 

ク         所   起工式 行っておりま 。 おこれら 案 に いては、環境    5

年  J  資金     うち設 補助  に   いただいておりま 。EP   も既に ん 

おり、 地もほぼ済ん い 状況  。 7 年 中   開  見込ん おりま 。 

 

                                            

 1   CC2社 :                   C          J           C       2 。ベ ナム   社  会社 。
    間ク  ッ 制 資金     うち設 補助   は、   ナ  において れた       活 して 室  ガ  G G    量  減し、G G   減    定    検証 行い、J  ク 
 ッ   行し、我    室  ガ    減目  達成に活   こと 目指しま 。 お、本  はベ ナム政府と日本政府 協  下、実 されていま 。
 3    4年3月  日    5年    間ク  ッ 制 資金     うち設 補助   におけ   に いて にて 表。

   業         イ  ス  

 エ          所

 ゥエ ク         所

 202 年 月                                    社        202 年

  月イ   イ イ  ス            2月    ク   イ  ス              2       

2    202 年 2月            式    202 年        

        年    間クレ ッ                                       業       

 業 2      3

起工式 様 

   ：50M   
   ：木質残 
  資比率：   ック 100％

     企   資参画 検討中 

概 

   代、  M代 変動     に  され 新制
            ベ ナム   社と締結予定

今後 
見通し

  イ
イ   イ イ  ス   

    ク   イ  ス   

      

      

             要    
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田中： 5 ペ   既設石 火            。ベ ナム  ナコミ    社 石 火 、ナ

ズ    所と  ガ   所        実証 実 しました。現段階 は実証 ございま  、

  ネ モ ル 構築 に いて ナコミ    社と協議  めておりま 。   率   ％目 だったと

ころ   ガ   所 は  率3 % 達成 き、 常にいい結   たと認識しておりま 。 

 

                                            

   業               イ  ス  

            20年         イ  ス      方          2023年      

   ッ                             ー            方 

  イ  ス                ー社                    202 年    月   

     202 年 2月 2026年 月         2026年      業     

    業     年              ー        業             

石 と木質ペ ッ   合された  

       投  様 

    概要

52.5M ×  
 うち   対 として 験 実  

  ナズ    所
        

2025 09 15 2025 11 07実 期間

5 20%ま 段階的に実   比率

木質チップ     

57.5M ×  
 うち   対 として 験 実  

    ガ   所
C       

2025 12 24 2026 01 13実 期間

5 30%ま 段階的に実   比率

木質ペ ッ      

 イ  ス               
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田中： 6 ペ  は     に いて  。 き 変更はございません 、 6 年 水   所に いて

は  6 年 6 月に完工予定 、写真にありま とおり、ダム本体 盛り立て工 は完了しており、ちょうど

コ ク    吹き けてい 状況  。来年 中には    開 し、収益貢献も見込ん いま 。

新設      太陽光  所に いては、現在 EP    最終調 中 、年  にはそ    

可能 は いかと見込ん おりま 。 7 年 中   開 予定としておりま 。また本年 より植林 

 も開 し、植林  により        賄い、 5 年間にわた      計画しておりま 。   

 

                                            

   業               イ  ス      

  ー ッ           0        

    方式    3 年間               

             社    

 2026年6月                   

                  ー      

                      

  年                     

  期                     

    

 202 年 月  社  ー   イ  ス  0    

       0       ク         

 会     202 年 0月  業会社   

                  社       202 年 

                         

              

  年      業     イ  ス      

2 年間       業       

   イ  ス      

     
        

 イ  ス          

建設最終段階 ダム 様 

                            略。   会社  設 建設し、一定期間 理  営 行って資金 回収した後、  側に 設 譲渡  方式
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田中： 7 ペ  は、海    想定してい     ク  ッ 創 想定案  記載しておりま  、こ

ちらも再掲 ございま   ご参考いただければと思いま 。              所に いては

J  申請中 状況  。 

 

                                            

   業  ー  クレ ッ 

         ー  クレ ッ                              業       

          社           

    クレ ッ                    間   会   期 催           

       ー  クレ ッ             スク  ース         社     

              ー    ス  ー ー            2026年       

 社  
    年 

            

2.3万  C 220M        所   ャ        所

7.1万  C 250M        所 エ          所

7.1万  C 250M        所 ゥエ ク         所

4.5万  C 255M ×2 石 火         20％ ナズ    所

4.7万  C 257.5M ×2 石 火         20％   ガ   所

JCM活  検討中
ベ ナム  先  
有 に活 

50M        所            所

                 

                  クレ ッ       

   7

   8

   8
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田中： 8 ペ  は参考資  ございま   ご覧いただければと思いま 。 

 

                                            

            イ  ス        イ  ス      

       イ  ス   

0         0          

02         0        

03       06         

 57.5M  2 

 220M  

 440M  

 55M  2 

 670M  

 30M  

6                  00  

       ー社            
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田中：  ペ  、新規   収益および ケ ュ ル メ    。こちらも き 変更はございません

 、系統      号機 来年 中にも完成  予定 ございまして、冬から収益貢献 き   

は いかと見込ん おりま 。 

 

                                            

   業      ス   ー イ ー 

     ス   ー イ ー 

         イ ー 

1億円 年2M  8M  系統    

10M    年 20年   50M ベ ナム新設       

3M    年55M ×2  20％   石 火        

11M    年80M      水 

8M    年50M        
 40M  太陽光 

           太陽光

 ク  ッ   60ドル   C 2 当社 算、JCMク  ッ は  開 から1年後より 行開 予定
 M   ＝           

   収益 み

 ク  ッ 収益 み
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田中：最後に、株  待制  開   表しておりま 。株式  動性向上および投資 層 拡 、

また株 様と  切 コミュニケ     図 こと 目的として、今年 5 月より   ック 株 様限定 

   ック プ ミ ム 待クラブ 新設いたしま 。 詳細に いては割愛させていただきま 。 詳細は 

    https:  ssl4 eir-parts net doc  517 tdnet  75551     pdf  ご参照 ださい  

 

 

                                            

株        

 株式                            2026年 月   社株     

    イ  イーレックス  レ            

  ー  ース         株                   決算    時      

      時    株         

2026年以降、 年 月 日および 月 日 当社株   に記 または記載された
300株以上 有 株 様 対 

対 

米やブラ ド  ど こだわり ルメ、    や   、  、 化  、   体験
ギフ に加え、5,000  以上    と  可能        

 待  

    イ   
  株式 

 月    月  

2,000300株 399株

3,000400株 499株

5,000500株 599株

7,000600株 999株

12,0001,000株 1,499株

20,0001,500株 1,999株

25,0002,000株 2,999株

35,0003,000株以上
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田中：また 33 ペ  にありま 通り、 月  6 日に中期経営計画  表  予定と っておりま 。対

 期間としては  7年 3月期から   年 3月期  。 

そ  、参考資 には新しいも  加しておりま   ご覧いただければと思いま 。私から ご説明は

以上と りま 。  

 

 

■質疑応答 

  質問者  ： 3点質問させて ださい。どれも第 3四半期 決算 話  。  目 、3 ペ   

計画比  捗に いて、営 利益 46 億円にはエネ   ドと糸魚川 話   とも ってい と  

と、  億円   ナ  あ   本当は 66 億円だったとお見 けしま  そ 理解 良い かということ

と、もしそうだとした場合に、こ 54億円 66億円に上 れしてい 理由 教えて ださい。 

 

A 田中 ：まさにご認識 通り 、 かりせば 66 億円だったということ ございま 。上 れ 理由に

 いて、一 は、          部門 しっかりと利益 稼げていたということ 計画に対してもありま

 。もう一 は     部門 当初計画は▲6 億円 した 既に 3  プラ  億円と っており、こ

れら    き  因  。 

  質問者  ：あり とうございま 。  目 まさに 6 ペ       に いて、気 早い   

今年 計画より上 れて黒字 達成 きましたと った後に、こ   メ   来期 利益 考えた際、

                                            

 期           

  期 期                

2027年3月期 2029年3月期
中期経営計画
対 期間

2026年2月26日 木 13時00分 14時00分 予定 
     ェ ナ にて開催

実 日

代表取締役社長 本  
常務取締役 田中 稔道

  者
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おそら  量  金に変動 あったり、     も一時的かどうかもあ と思いま  、       

メ  は、来期以降 見通したときも 億円 プラ  安定的に   きそうだという見立てに   か、

それともまだ楽観は き い状態  かと今期ど ぐらい一過性かというところも めて、考え方 教えて 

ださい。 

 

A 田中 ：もちろん来期 話はまだこれからという形に りま  、 本的に一過性 も  何か き

 黒字に ったということ はありません。一番 き  因は      順調ということ  。これに い

ては長期  もございま   、ここから為替  き 円安に れ  ど こと  い限りにおいては、来

期もあ 程 見込め   は いかと考えておりま 。また、  所  変順調に稼働し、連結対  

 伯と沖縄に いては計画  停止 無かったこと 今期  績に いていま 。 

 

  質問者1 ：あり とうございま 。 最後 3点目 、海  先行案  営 黒字という話 あった

と思いま  、これは先行案  話に いて あり、海   メ  全体 話 は いということ いい か。

そう った場合に、 ゥエ ク  ペ ッ 工場 来期は通常稼働にしていきたいと考えていらっしゃ と思い

ま  、それ 収益として乗って  ということと、      水  期中に て  と、来期黒字 こ  

 メ  全体 視野に   か。来期 海  見方 改めてご教示 ださい。 

 

A 田中 ：営 利益ベ   見ま と、海   全体 い とやはりまだ来期は赤字という状況に 

ろうかと思いま 。 ゥエ ク  ペ ッ 工場 フル稼働 きても赤字 残ってしまう見込み  。一方 、

     は、営 利益 は   当  って  ため、ご説明ぶりも めて見極め しっかりとし ければ

 ら いという状況 ございま 。 

 

  質問者  ：エネ   ド 再建計画 頑張ってい ところだと思いま  、今言え 範囲 ど よ

う ことに取り組ん 再生してい  か、また、相対   仲介 やってもらっていたと思う エネ   ド 

   ったことによって今後      に影響 あ  か、何か代替措置 考えていらっしゃ  かどうか

ご教示 ださい。 

 

A 田中 ：まず後段 ご質問から 回答とさせていただきま 。エネ   ド社とは間に っていただい

た取り組み ありました 、そこま       は かったため、 き そこ    ック 全体 利益 圧

迫 因と  も  は いという意識  。 前段 ご質問に きましては、 権 務 しっかりと譲渡  

け、 き だけそ  場に波乱  いよう 形 、着実に    実行してまいりたいと考えておりま 。

卸 場にもそういった形  貢献はしてまいりたいと考えておりま 。 

 

  質問者   ：エネ   ド社   ナ 影響 い 戻って  かっていう はまだ見込め い状況 し

ょうか。 
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A 田中 ：そう  ね現段階 はまだ見込めておりません。 

 

  質問者  ：1点目 高圧   プラ  ミック 悪化に関してご説明いただきました 、ミック 悪

化はあ 程 一段 して と考えていい か、まだまだ高 加 値プラ から 場連動メニュ  方に切

り替わってい   クはあ と思っておいた方 いい か、ど よう 段階にあ  か ご 認させていただけ

ればと思いま 。もう一  、海  先行案  収益改善に向けた手応え もう しお伺い きればと思

いま 。来期 黒字化 見込 ということ   、  中にも何らか 績面    サ   見えて  と

期待していいも   か、それとも来年  1 もし は下期 黒字化に   か ど ピ ド感も めて

ご解説いただければと思いま 。 

 

A 田中 ：あり とうございま 。まず率直に申し上げま と  はか り厳し  ってい という  現

状 ございま 。やはり 場   安いという状況 中 、お客さまも 場連動プラ    されており、

ミック  悪化は第 4 四半期も続 かと考えておりま 。ただ、全て  場連動プラ に置き わ というこ

と はございません  、先物プラ に いて一定   はあ と考えておりま 。ここ ど ように    

 かというと、しっかりと量    してい という  我々  本戦略  。 点目 海 先行案  ござ

いま  、ちょうど昨年 後半ぐらいから、人も派遣して様々      策 打ってい ところ ございま 。

 えば  調達におけ 道筋 見え  あ かというところ  。また、先ほどご説明しました   ャ  

      所 PPA   に きまして、PDP7  認められた際 も    しておりま  、新制  

も に変え こと  きれば き 改善   見込み  。こ 第 4 四半期あ いは来年  第 1、第  

四半期 黒字化という は我々も見通せてい い状況 ございま  、下期頃から改善された 字  

て    は いかと見ておりま 。 

 

  質問者  ：  ありまして、まず     に いて、具体的にどういった   どういったところ 

  してい か 教えて ださい。 

 

A 田中 ：まず物に きましては PKS や ッドペ ッ というも  ありま 。我々はベ ナムあ いは 

 ドネ  、     から調達 しておりま   、そちら           所 お ち     

者さんに  してい という形に りま 。 端的に言うとほぼ 社   ございまして、 年  もあれば

長期  もございま 。  

 

  質問者  ： まり調達先 切り替えに  ということ   、訴求されてい  は、  メ ッ もし

 は彼ら 自分 調達してい いところに訴求してい  か、どちら しょうか。 

 

A 田中 ：いわゆ  札に  状況もございま し、最初はやはり  メ ッ からに りま 。 

 

  質問者  ：もう一 、14 ペ   一番下 段に調   利益率 向上とありま  、こ 意味



29 

 

合いはこ 調     ネ  や こと    方も利益 上  という意味  か、調       

  フォ  として利益率 高いという意味  か、どちら しょうか。 

 

A 田中 ：今 常に賑わしていま けれども、一義的には  調  場  収益という は きいも

 と考えておりま 。一方 、    もやっておりま   、 えば  ッ  場 活    ど、 字

的には し さめに  と思いま  そういったことも行ってい ということ  。 

 

  質問者  ：系統    から広義 収益改善とか。そ 辺も今後考えてい ということ しょうか。 

 

A 田中 ：   収益改善というよりはいわゆ    として 見立てということに ろうかと思いま 。 

 

  質問者  ：系統    に いて、 号、 号案 もこ まま着々と て  見込み  か、

まずは 、 号案 ま   型案 に フ してい という メ    かこ 先 見通し 教えて ださい。 

あわせて  号案  貢献開  思ったより早ま という言及 あったかと思いま  、プロ ェク も  前

倒しに   は珍しいと思いま   、どこ うま いって早まりそう  か、可能 範囲 ご紹介いただけれ

ばと思いま 。 

 

A 田中 ：まず一点目 ご質問に いては、我々としてはいい案  あればもっと 3、 、５号案 と

やっていきたいと考えてい ところ  。一方  続検討 に いて、送  会社も  ク状態という状況

   もありま   、いい案  あればやっていきたいと考えておりま 。特高案 は  年半から 3 年

程 かかりま  、我々としては特にサム  さんと 中 はそこ メ  にやっていこうという話に っており

ま 。来年 中に投資 決まっても、収益貢献は  8、  年 からに ろうかと思いま 。 という認識 

 。  いずれにしても両方ともしっかりと めてい 予定 ございま 。それから後段 ご質問   、機 

 手  思ったよりも順調にいきまして、元々半年程 かか と見込ん いたも  3 ヶ月早まったという

こと  。機器 据  5月か 6月 想定しておりました 、3月 には据  終わ という状況  。 

 

司会：これ もちまして本日 決算説明会 終了といたしま 。本日はご参加賜り、誠にあり とうござい

ました。 

 

以上 


